【新潟市長賞】
税金は私たちを助けてくれる
　　　　 

新潟市立坂井輪中学校　
　　３年　池井　まこと 
二〇二四年一月一日、能登半島地震が起きました。この時、私はまだ小学六年生でしたが、これから入学する中学校が被災し、一部の校舎が解体されるという状況でした。そのため、授業を十分に行うことができなくなり、仮校舎が建設されました。これから新校舎も建設される予定です。
しかし、その仮校舎や新校舎の建設には、とても多くのお金がかかっているはずです。「市のお金だけで建てるのだろうか。誰のお金によって建てられているのだろう」と疑問に思い、調べてみました。
仮校舎の建設には、新潟市の財源の、市民税や固定資産税などの「一般財源」と「市の借金」、国の予算からの「国庫支出金」などが多く関わっていました。その中でも、市からだけではなく、国からもお金が出る制度があると知り、「国庫支出金」について詳しく調べてみました。
国庫支出金とは、市町村が、子育て支援や災害復旧など、国としても必要な事業を行うとき、国が財源の一部を負担・補助するお金です。また、地方だけでは財政的な負担が大きい事業を行うときなどにも使われます。このお金の財源には、国民が納めた消費税や所得税などの税金が含まれており、国の予算から地方自治体に支出されています。
つまり、国庫支出金は、国民が納めた税金などを財源とする国の予算から、地方が災害や子育てなどで困ったときに国から必要なお金が支出される、国民の生活を支えるためのお金だということです。
国民が納めた税金は、社会保障や公共事業など私たちの生活に必要なことに多く使われています。また、被災した学校を復旧して、子供がしっかり学べる環境を取り戻すことにも、税金が関わっていると気づきました。
国庫支出金などは、国民が納めた税金がそのまま直接使われているわけではありません。私たちが納めた税金などが国の予算の一部となり、国民が災害や子育てなどで困ったとき、必要な支援をするために使われているのです。
税金は、私たちの身近なところで使われるもので、普段通っている学校にも税金が使われていると分かりました。今回調べてみて、授業で学んだ「税金は豊かな生活を送り、安心して暮らせるようにするために、必要なもの」ということを、より深く理解できました。
税金は、国民が自分たちでは解決できないことを国や自治体に支えてもらったり、今や将来、困ったときに助けてもらうために必要なものです。自分だけではなく、他の人や地方の人たちも豊かな生活を送り、安心して暮らせるようにするために、私たちは税金をしっかり納めることが大切だと感じました。これからは、税金が身近にあることを意識して、今の生活に感謝しながら過ごしていきたいです。
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